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女性の社会進出を応援

提言の目的

保育サービスの体制強化
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提言の背景
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最寄りの駅に近い保育園に預けたい

忙しい12月は休日も預けたい



提言の背景

保育の枠を拡大

6



提言の概要

保育園A

保育園B

保育園C

保育園D

保育園E

出典：Google mapより筆者作成

住宅街が近い

公園が近い

駅が近い



提言の概要
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時期的な需要の変化

・12月の繁忙期
・お盆
・大型連休

需要増加 需要減少

時期ごとに保育枠を変化



提言の概要
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需要に合わせた保育枠の創出

働く女性の効用が飛躍的に上昇



提言

潜在保育士の活用

雇用の流動化

保育の枠の拡大
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保育士の現状

保育士の有効求人倍率は、全職種平均の2.3倍であり、人手不足が深刻

12出典：厚生労働省、「職業安定業務統計」のデータをもとに筆者作成



潜在保育士の現状

資格保有者の61.7%が潜在保育士であり、そのうち60.5%が就労意欲があり

保育士として就労している

32.9%

保育士以外の職種で就労している

29.5%

就労していない（非就労）

37.6%

保育士資格保有者の現在の就労状況

潜在保育士

67.1%

条件等が合えば、今すぐにでも

保育士として働いてみたい

13%

今すぐにではないが、

いつか、条件等が合え

ば、保育士として働い

てみたい

48%

今も、この先も、

保育士として働き

たいとは思わない

20%

分からない

18%

その他

1%

潜在保育士の就労意欲

保育士としての
就労意欲あり

60.5%
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95万人 出典：野村総合研究所、「潜在保育士の約6割が保育士としての就労を希望「~勤務時
間や勤務日など希望に合った働き方」を最も重視~」のデータをもとに筆者作成



潜在保育士の現状

多くの潜在保育士が「勤務時間や勤務日などの希望に合った柔軟な働き方」
を重視

職場環境を改善することで潜在保育士の復帰を促せるのではないか

勤務時間や勤務日など、

希望に合った働き方で働

き始められること

54.2%

職場の人間関係が良いこと

36.7%

自身が理想とする保育が

行える環境であること

3.1%

自身の子どもを預けて

働ける環境であること

2.9%

ITなどを活用して業務負担の軽減が図られている

職場であること

2.9%
その他

0.2%

・1日あたり短い時間から働けること 22.3%
・土日祝日が完全に休みであること 16.8%
・休暇が取りやすい環境であること 5.1%
・早朝・夜勤勤務がないこと 4.8%
・少ない勤務日数から働けること 4.5%
・通勤に便利な職場であること 0.8%
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出典：野村総合研究所、「潜在保育士の約6割が保育士としての就労を希望「~勤務時間や勤務日など希望
に合った働き方」を最も重視~」のデータをもとに筆者作成



潜在保育士復帰のアイディア
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雇用の流動化
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雇用の流動化

月

火

金

・
・
・
・

月

火

金

・
・
・
・

8時間

8時間

8時間

A保育園

3時間

休み

2時間

A保育園

B保育園

既存の働き方 新たな働き方

＿＿と＿＿に捉われない新たな働き方を実現する
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時間 場所



DAアルゴリズム

GaleとShapleyが2012年にノーベル経済学賞を受賞

×マッチングアプリ

〇最適な組み合わせを決めるアルゴリズム
18

耐戦略性 安定性 効率性

嘘をついても得しない お互いに損しない 無駄がない



特徴
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マッチングシステムの導入
による逐次マッチング

①１週間ごとに希望日を提出
②勤務地の希望を提出

毎週自身で働き方を調整で
き、働き方の多様化を実現

DAアルゴリズム
耐戦略性・安定性・効率性
を満たすマッチングである

通常のポストオファー型
早いもの勝ちのマッチング

戦略的な行動を誘発

一般に効率性・安定性
を満たさない



アルゴリズム説明
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アルゴリズム説明
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アルゴリズム説明
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アルゴリズム説明
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アルゴリズム説明
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アルゴリズム説明

25



アルゴリズム説明
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まとめ
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マッチングシステムを導入し、

週ごとにマッチングすることで雇用を大幅に流動化する
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シミュレーション ー亀戸の情報ー

生産年齢人口
38,441人

保育園 22園
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Google mapより筆者作成



シミュレーション ー亀戸の潜在保育士の推定ー

95万人
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×就労意欲のある人の割合
（60.5%）

×柔軟な働き方を求めている人の割合
（35.2%）

亀戸の潜在保育士

＿＿＿＿人

亀戸の生産年齢人口

日本の生産年齢人口
×

潜在保育士

113



シミュレーション ー潜在保育士のタイプ分けー

割り当て

．
．

．

．
．

．

保育士1

保育士113

タイプA

タイプD
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シミュレーション ー亀戸の保育園のタイプ分けー

・1日あたり短い時間から働けること 22.3%
・土日祝日が完全に休みであること 16.8%
・休暇が取りやすい環境であること 5.1%
・早朝・夜勤勤務がないこと 4.8%
・少ない勤務日数から働けること 4.5%
・通勤に便利な職場であること 0.8%

アンケート項目に
沿って6つに分類
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シミュレーション ー保育士の希望順序を決定ー

潜在保育士が求める条件

第1希望：A
第2希望：C
第3希望：B
第4希望：E
第5希望：D
第6希望：F保育士1

第1希望：B
第2希望：A
第3希望：C
第4希望：E
第5希望：F
第6希望：D

保育士113

．
．

．

．
．

．

．
．

．

．
．

．

希望順序を割り当て
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・1日あたり短い時間から働けること 22.3%
・土日祝日が完全に休みであること 16.8%
・休暇が取りやすい環境であること 5.1%
・早朝・夜勤勤務がないこと 4.8%
・少ない勤務日数から働けること 4.5%
・通勤に便利な職場であること 0.8%



シミュレーション ー保育園の希望順序を決定ー
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選択肢

勤続年数
5年以上

30歳以下 4大卒 女性 夜間・休
日勤務あ
り

勤続年数
5年以上

A B C D

30歳以下 E F G

4大卒 H I

女性 J

夜間・休
日勤務あ
り

保育園1

保育園6

.

.

.

.

.

.

.

.

第1希望：A
第2希望：C

……
第10希望：J

第1希望：A
……

第9希望：B
第10希望：E

雇用人数 選好

20人

20人

希望順序を割り当て

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.



シミュレーション

保育園

6タイプ
各タイプの雇用人数：20人

潜在保育士

113人

マッチング
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亀戸でのシミュレーション結果

潜在保育士のうち、81.42％が第3希望の保育園までに配属
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亀戸でのシミュレーション結果

「短時間勤務可能な保育園」の雇用人数を増加させると、

第１希望に配属される保育士の割合が70.8％まで増加

潜在保育士の希望に合った保育園を増加させることにより、さらなる保
育の預かり枠の増加が期待できる 37



まとめ
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マッチング

81%の潜在保育士が第3希望までの保育園に配属可能

保育園の預かり枠を増加



保育園へのインタビュー
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保育園の声

マッチング後のレビュー制度を導入

信頼性・安全性に欠けている保育士の職場環境が改善される

安心安全な保育システムの実現
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今後の展望
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保育 保育以外

流動的な保育園を実現 病院の流動化

女性の社会復帰を後押し 医療従事者不足解消



ご清聴ありがとうございました!
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